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ド
ミ
ニ
ク
・
リ
l
ベ
ン
著

歴
史
上
、
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
左
右
し
て
き
た
帝
国
。

一
見
、
壁
疋

し
た
{
墓
霧
で
見
ら
れ
そ
う
だ
が
、
歴
史

を
見
て
い
く
と
帝
国
に
は
多
彩
な
姿
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
書
で
は
ロ
ー

マ
帝
国
の
「
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
」
の
解
釈
に

始
ま
り
、
大
英
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
、
中
園
、
ロ
シ
ア
な
ど
世

界
の
帝
国
と
の
比
較
か
ら
、
帝
国
の
本

質
を
力
の
源
泉
、
興
隆
か
ら
崩
壊
し
て

い
く
様
を
細
部
に
わ
た
り
論
じ
て
い
く
。

一の
m
…足

関

市
』
唱

日
ア
畠
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松

l
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修
聞

l
叶

1
4削

1
1

監
新

5
2
3
同
耳
、

樹
済

足
以
骨

E
Z
司
回
日

茂

経

E
E
H日
目
a
F

四
本

巴
・

F

l
l
d
d

持
日

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
著

人
類
は
い
か
に
し
て
力
を
獲
得
し
て

い
っ
た
の
か
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
力
。

自
然
物
を
取
り
出
し
、
加
工
、
分
配
し
、

消
費
し
て
い
く
経
済
の
力
。
加
え
て
国

民
国
家
の
防
衛
の
、
必
要
性
と
、
攻
撃
の

有
用
性
か
ら
生
ま
れ
た
軍
事
力
。
さ
ら

に
政
治
力
と
、
人
聞
社
会
に
お
け
る
力

と
権
力
の
諸
関
係
を
こ
れ
ら

4
つ
の
力

か
ら
解
明
し
て
い
く
。
人
類
誕
生
か
ら

現
代
ま
で

5
千
年
の
歴
史
を
吟
味
し
た
、

歴
史
社
A

至
子
の
大
著
、
全

3
巻
の
①。

[.I 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン
著

暴
栄
の
絶
頂
か
ら
、
急
坂
を
下
る
が

ご
と
く
衰
退
し
て
ゆ
く
“
ロ
ー
マ
帝
国
。

人
聞
の
行
動
の
背
後
に
あ
る
「
歴
史
の

法
則
」
の
考
察
を
重
視
し
て
書
い
た
と

い
わ
れ
、

1
7
7
6年
に
初
巻
を
刊
行
。

世
界
を
支
配
し
た
壮
大
な
文
明
社
会
を

築
き
、
そ
し
て
滅
ん
で
い
っ
た
口
|
マ

人
の
軌
跡
を
描
く
が
、
哀
切
さ
さ
え
た

た
え
た
名
文
は
、
著
者
の
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
人
気
を
呼
び
、
後
世
の
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
た
稀
代
の
傘
著
。

a瞬奴
ローマ情l叫点亡¥l!

中倉玄喜編・訳

PHP研究所 2835円

噌環
境
と
文
明
』
環
境
経
済
論
へ
の
道

湯
浅
越
男
著

人
類
と
環
境
と
の
新
し
い
関
係
構
築
の
た
め

に
、
文
明
の
端
緒
と
な
っ
た
新
石
器
革
命
か
ら

オ
リ
エ
ン
ト
、
中
国
文
明
な
ど
一
世
界
の
東
西
の

文
明
の
興
亡
を
、
環
境
と
の
関
係
か
ら
描
く
。

闘
踏

a
B
E
E
-
-
E
引
世
紀
を
生
き
る
人

id------類
へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

a-圃
・
・
・
変
換
を
促
す
O
(

新
評

l
a-----・論

3
6
7
5円
)

-「銃
・
病
原
菌
・
鉄
』
上
・
下
院
話
恥
即
時
配

ジ
ャ
レ
ド
・
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
著

当
初
、
人
類
全
て
の
民
践
か
稗
挽
生
活
を
営

ん
で
い
た
。
だ
が
今
も
そ
の
生
活
を
続
け
る
民

族
が
い
る

一
方
、
生
産
技
術
を
有
し
飛
躍
的
に

発
展
を
遂
け
た
民
族
も
い
る
。
-
万
3
千
年
の

歴
史
か
ら
人
類
史
の

変
遷
を
追
っ
た
名
著
。

(
倉
童
軒
訳
草
思

社
各
1
9
9
5円
)

危
機
を
め
ぐ
る
歴
史
学
い西
洋
史
の
事
例
研
究

山
代
宏
道
編

歴
史
上
、
他
国
か
ら
文
化
的
接
触
や
民
族
的

支
配
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
そ
こ
に
は
危
機
意

識
か
生
じ
る
。そ
れ
を
、
当
時
の
歴
史
家
が
ど
の

よ
う
に
記
録
し
、
ま
た
、
そ
の
国
民
が
そ
の
危
機

を
い
か
に
克
服
し
て

行
っ
た
か
、
歴
や
市
学

者
が
検
証
。(力
水
害

房

5
9
8
5円
)

タ
キ
卜
ゥ
ス
著

ネ
ロ
自
殺
後
の

ω年
。
次
盟
主
帝
と
目
さ
れ

た
オ
ト
が
2
人
を
殺
害
。
そ
の
オ
ト
も
自
軍
敗

戦
に
白
書
。
さ
ら
に
勝
利
し
た
ウ
ィ
テ
ッ
リ
ウ

ス
も
不
面
目
な
最
期
を
。
公
的
生
活
の
中
で
の

「あ
ま
り
に
長
い

一

年
」
の
記
録
。

(薗

原士
Eι
助
訳
筑
摩

書
房
4
9
3
5円
)
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大
津
留
厚
・
野
村
真
理
・
森
明
子
他
著

冷
戦
終
結
後
、
世
界
の
紛
争
の
火
種

と
な
っ
た
の
は
「
民
族
」
で
あ
っ
た
。

民
族
浄
化
の
名
の
も
と
、
悲
惨
な
状
況

を
醸
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
の

解
体
に
象
徴
さ
れ
る
バ
ル
カ
ン
地
域
と

中
央
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
三
つ
巴

の
確
執
や
教
育
、
音
楽
、
言
語
な
ど
多

彩
な
視
点
か
ら
見
え
て
く
る
民
族
の
苦

闘
や
闘
争
の
歴
史
・
:
:
。
民
族
の
複
雑

性
や
奥
深
さ
が
検
証
さ
れ
る
論
文
集
。
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『古
代
末
期
の
世
界
」
相
山
口
宮
崎

M
f

ピ
1
9
l
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

西
口
l
マ
帝
国
や
ベ
ル
シ
ア
帝
国
の

「
衰
退

と
減
て
」
の

一
方
で
、
歴
史
の
新
し
い
胎
動
が

始
ま
っ
た
古
代
末
期
(2
0
0
1
7
0
0年
頃
)。

そ
の
一
つ
が
ロ
ー
マ
帝
国
キ
リ
ス
ト
教
化
で
あ

る
。地
中
海
世
界
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。激
動

凶作

品

目

の
時
代
に
生
き
た
人
々

・州
一

の
生
活
を
追
体
験
す
る
0

.附
吋

(

宮
島
直
機
訳
力
水

占

書

房

2
9
4
0円
)

「海
の
か
な
た
の
口
1
7
帝
国
」
古
代
口
1
マ
と
フ
リ
テ
ン

南
川
高
志
著

ロ
ー
マ
時
代
の
円
形
闘
搭
崎
や
減
壁
な
ど
、

遺
跡
や
記
岳
噴
か
各
地
に
存
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
。

地
士
滑
帝
国
ロ
ー
マ
か
も
う
一
つ
の
海
を
越
え

た
理
由
は
?
カ
エ
サ
ル
が
遠
征
し
、
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
帝
に
よ
り
属
州
化
、
タ
キ
卜
ウ
ス
が

描
写
し
た
ロ
ー
マ
帝
国

最
北
端
、
ブ
リ
テ
ン
島

の
宮
議
に
迫
る
。(岩
波

書
庖
2
7
3
0円
)

「国
際
紛
争
[原
書
第
4
版
]
』
理
輸
と
歴
史

ジ
ョ
セ
フ
・

s・
ナ
イ
・
ジ
ュ

ニ
ア
著

ア
ラ
ブ
H
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
、
ア
メ
リ
カ
9
・

nテ
口
事
件
、
各
地
域
民
族

r44や
テ
ロ
リ
ズ

ム
|
|
。
な
ぜ
紛
争
が
お
こ
る
の
か
、
紀
冗
前

5
世
紀
の
ベ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
の
戦
い
か
ら
語
り
起

こ
し
、
望
調
と
歴
史
を
相
吉
穣
証
。
全
米
で
周

・
・
・
い
ら
れ
て
い
る
国
際
政

.

.

 治
入
門
書
全
訳
。
(田
中

.

.

 明
彦
・
村
図
書
割

.

.

.
 有
毒
菌
2
7
3
0円
)

!i;Eil 「ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
」
その
戦
略
と
戦
術

パ
l
サ
・ポ
l
ス
著

世
界
史
上
最
大
の
軍
事
戦
略
家
で
あ
り
、
最

初
の
帝
国
支
配
者
と
さ
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
。
そ
の
倖
蓮
と
と
も
に
、
古
代
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
軍
事
-
政
活
・
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
の
導
者
た
ち
に
劃
語
を
与
え
た
、

戦
略
の
慈
悲
問
題
か
ら

実
草
子
段
ま
で
を
示
す
。

(鈴
木
王
夜
他
訳
集

英
社
2
8
3
5円
)

木
楽
舎

1
7
8
5
円
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6IW‘ 今、話題のスローフードのすべてがわかる ス円ードマニ叫

・幽幽a・ ここ数年、よく鳳こするようになったスロープー ドという …-
理温...t4f圏直 言葉。食における「喜びJと「矯能Jを結びつけるという哲学

可・・・・・V の下、1986年にイ空リアで協会が創ほされた運動である。しか
『・F し、その!ttや活動を正確に犯握してし、る人はまだ少数だ。副産

物の絡或を防ぎ、生物の多1剥主を守り、農村文化的量伝子操作技術の犠牲にな

らず、食に関する伝統f童話市iと書面最が失われないための活動なのだという。日

本のスローフード先駆者と、北イヲリアの町に本部を構える NPO法人・ス

ローフ ド協会で唯一の日本人スタッフによる徹底ガイド。このfスロ フー

ド・マニフ工ス卜J(金丸弘美・石田雅芳共著)を5名の方lこ。応募方法は左に。

-E嘉話巨悪=蓮司咽~"'~mlii面白1I!.Ii"圏直

P42-45掲載の本の中から 1冊 (上下巻2冊、シリーズは

①~③)をプレゼントします。(1万円相当まで)応募先/

ハガキに〒、住所、氏名、年齢、駿業、輩呑番号、希望の

書名、最近読んた本の簡単な感想(100字以内)を魯、て

干101-8001

神田局区内小学館サピオ編集部『書想倶楽部⑥係j

までお送り下さ~'0締め切りは4/13(火)

※尭費1;1聖送をもって代えさせて頂きます。なお尭送1;12-3週間かかります。 ~ .. U 
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